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近畿・中国地⽅のツキノワグマの遺伝的特徴を探る

絶滅のおそれのある中国⼭地のツキノワグマ

 ツキノワグマは，東アジアに広く⽣息し，古くから⽑⽪，⾁，熊の胆（い︔胆嚢）を取るために捕獲されてきました。⽇本では，⾼い捕獲圧に加えて，開発や⼟地利⽤により，⽣息に適した環境が縮⼩
したために⽣息地の分断化が進み，多くの地域で絶滅が危惧されています。⽇本における現在の総⽣息数は，１〜1.5万頭程度と⾒積もられていますが，九州ではすでに絶滅した可能性が⾼く，また四国
では多く⾒積もっても数⼗頭のレベルまで減少しています。本州における分布の⻄端に当たる中国⼭地の集団も，⽣息環境の悪化のために中国⼭地の⻄と東に孤⽴した状態で分布していて（図１），推定
個体数はそれぞれ250〜500頭（⻄中国⼭地集団）と100〜200頭（東中国⼭地集団）で，ともに絶滅が危惧されています。これらの集団は，下北半島，紀伊半島及び四国の集団とともに「絶滅のおそれの
ある地域個体群」に指定され，兵庫以⻄の６県では狩猟が規制されています。しかしツキノワグマは，農作物や養蜂へ被害を与えたり，樹⽪を剥ぐなどの林業被害を起こしたり，さらには⼈に危害を及ぼ
すこともあることから，その保護活動は容易ではなく，常に慎重な対応が求められています。

図１. 近畿・中国地⽅のツキノワグマの分布

（１︓⻄中国⼭地集団， ２︓東中国⼭地集団，３︓北近畿⻄集団，４︓北近畿東集団）

 

地域集団の遺伝的特徴を調べる

 孤⽴した状態にあると思われる地域集団を適切に保全するには，齢構成などの⽣態学的なデータを集めるほか，集団が保持する遺伝的多様性の程度や，他の集団とどの程度の遺伝的交流があるのかとい
った遺伝的特徴を調べる必要があります。関⻄⽀所では，近畿・中国地⽅におけるツキノワグマ保全のため，90年代の初めから，近畿・中国地⽅の各府県で有害駆除等により捕獲された個体の⼀部（筋⾁
など）を集め，遺伝的な分析を⾏っています。

 地域集団の遺伝的特徴を把握するための遺伝マーカーとして，マイクロサテライトDNAと呼ばれる繰り返し配列に⾒られる多型を分析し，遺伝的な多様性（対⽴遺伝⼦の数や異型接合の割合など）を近
畿・中国地⽅の集団間で⽐較しました（Saitoh et al. 2001）。６種類のマイクロサテライトDNAを分析した結果，兵庫県円⼭川の東側に位置する北近畿の地域集団が平均して3.3，4.2種類の対⽴遺伝⼦
をそれぞれ保持するのに対して，中国⼭地の⼆つの集団は2.0（⻄中国⼭地集団），2.5（東中国⼭地集団）と低く，異型接合の割合も中国⼭地の集団は北近畿の集団よりも低いことが分かりました（図
２）。しかも，それぞれの地域集団で遺伝的な分化が進んでいて，地域集団の間の遺伝的交流は少なく，特に⻄中国⼭地集団は他の集団とほとんど交流のないことが分かりました（図２）。

 ツキノワグマの頭⾻の形態を調べている研究者や⽣息に適した環境の分析を⾏っている研究者は，以前から北近畿の集団が由良川を境にして⼆つの集団に分かれているのではないかと指摘していまし
た。遺伝マーカーを⽤いた分析からも，由良川をはさんだ東と⻄の集団間には確かに遺伝的な構成に違いが⾒られ，⻄側の集団の多様性が東側の集団と⽐べて低く，集団間の遺伝的な交流が少ないことが
分かりました（図２）。

図２. 地域集団の遺伝的多様性と集団間の遺伝的分化の⼤きさ

n は対⽴遺伝⼦の数（平均値）。HOは多様性の指標の⼀つである異型接合の割合（円グラフの⻩⾊部分）を⽰している。FSTの値は集団間の遺伝的分化の程度を⽰していて，値が⼤きくなるほど分化が進んでいることを⽰している。（Saitoh et al.
2001の図を改変）

（１︓⻄中国⼭地集団， ２︓東中国⼭地集団，３︓北近畿⻄集団，４︓北近畿東集団）

 このように近畿・中国地⽅のツキノワグマ地域集団の遺伝的な多様性は，中国⼭地の⼆つの孤⽴集団で低く，北近畿東側の集団で最も⾼いことが分かってきました。しかし，北近畿東側の集団の保持す
る多様性が，北陸や中部以北の集団と⽐べて⾼いのかどうか，またそれらの集団間でどのような交流があるのかについてはまだ分かっていません。

 

絶滅を防ぐために

 近畿・中国地⽅のツキノワグマの絶滅を防ぐには，まずそれぞれの集団で，これ以上個体数が減らないように，彼らの⽣息に適した場所を確保しなければなりません。その上で孤⽴状態を改善するため
に，集団間の⾏き来が⾃由にできるように環境を整える必要があります。我が国におけるツキノワグマの捕獲数は，毎年1,500〜2,000頭にのぼります。１〜1.5万頭と⾒積もられている総⽣息数からする
と，この数は明らかに過剰で，近い将来にツキノワグマがいなくなってしまうでしょう。早急に⽇本全域で保全を考える必要がありますが，そのために近畿・中国地⽅だけでなく，他の地域集団において
も同じように遺伝的特徴を明らかにする必要があります。
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